
  

 

 

 

 

 

 

冷たい北風の中でも、木の枝の先には少し赤みがかかった新芽が小さく膨らんでいま

す。暦の上ではもうすぐ春を迎えます。１年で最も寒いと言われるのが２月ですが、周りの自然は少しずつ冬から春へと移り

変わっていきます。自分たちで植えたダイコンやブロッコリーの世話も各クラスで行い、ダイコンは自分のタイミングで持ち帰

ってくれていると思います。また、子供たちの要望で、茹でブロッコリーやダイコンを使っておでんも作る予定にしています。自

分たちで育てた食材を使って、自分たちで食べたい料理を決め、今年度は幼稚園で様々な食事をしています。今回も美味し

くいただきたいと思っています。西和佐幼稚園の子供たちは、畑での作物作りに興味をもっている子が多く、水やりや草引き

をいつもしてくれます。また“大きくなってるかな”と、成長に気づき、収穫を楽しみにしています。園の環境の一部である畑に、

いつでも安心して立入れるように、また、自分のタイミングで自然にかかわれるようにしています。皆がこの時期にこそ出来る

自然の不思議さや面白さを体験出来るように、子供たちの様子を見守っていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    
   和歌山市立西和佐幼稚園 

 園  長    髙石  知都 

 令和 ６年   １月 ３０日 

園だより ２月号 

「なんのお料理にする？」みんな

で“おでん”にしたい！！と決め

て、おでんの中に入れるものを考

えてきてくれました。 

ダイコンのお世話をいつもしてくれてい

るので、大きくなっていることに気づき、

「みんなで食べたいね」と言う声が聞こえ

てきました。 

◎ 節分 今年は、２月２日(金)に幼稚園で節分の会を行います。 

節分は災難などを追い払うための追儺（ついな）という行事です。たくさんの幸せがありますようにと福の神を迎

え、鬼（疫鬼や疫神）を追い出して今年１年の幸せを祈ります。 

◎ 学校評価における自園評価について、「自園評価アンケート」へのご協力ありがとうございました。アンケートの

結果を今後の教育活動や園運営にいかし、ご家庭や地域に信頼される開かれた園づくりに努めていきたいと考えて

います。アンケート結果は、ホームページに掲載させていただきますのでご覧ください。また、定期的にホームペ

ージに子供たちの様子や行事についての投稿、更新をしています。ご覧ください。 

おでんの具候補は「だいこん、たまご、うい

んなー、ちくわ、ひらてん、こんにゃく、さ

んしょくだんご」だそうです。「ほかにほし

いものはありますか」と書いています。 

 

「みんなが見えるところに貼ろう」「たんぽぽさん

も見てくれてる」「おでんの具、これでいい？」「他

に入れてほしいものがあったら○しといてよー」 


